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既設構造物直下を地盤改良できるカーベックス工法
CurveX Method that can Improve Foundation Ground of Existing Structure
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技術開発の背景と目的
　既設構造物の耐震性能を向上させるために構造物直下の地盤改良を行う場合，従来工法では，構造物近傍にわざわざ仮設の立坑を構築し，
立坑内から水平ボーリングにより地盤改良を行ってきた。また，施工条件により仮設の立坑構築が不可能な場合は，既設構造物直下の地盤改
良を行うことができなかった。そこで，地表からの施工が可能であり，構造物と離れた場所から既設構造物直下の基礎地盤を改良することがで
きるカーベックス工法を開発した。カーベックス工法は，地中で向きを変えられる自在ボーリングと薬液注入を組合せた地盤改良工法であり，
既設構造物の耐震性能の向上を目的に開発した工法である。

技術開発の成果と活用
　従来工法では大規模な仮設の立坑を構築しないと構造物直下の地盤改良は不可能であったが，施設の運用を止めることなく，遠隔地地表か
ら既設構造物直下の地盤改良が可能になった。大規模な仮設が不要であるため，工費縮減，工期短縮が実現できる。また，高精度の削孔技術
の確立により，アンカー設置用の削孔や水平井戸設置用の削孔など，地盤改良以外の用途にも適用できる。代表的な施工実績としては，沈埋ト
ンネル，石油タンク，岸壁等の液状化対策や，道路や鉄道を横断する新設トンネル建設時の止水対策等への適用があげられ，2001年の工法開
発以来，豊富な施工実績（2018年現在で34件程度）がある。

開発方法
　カーベックス工法は，特殊ロッドの採用により急曲径（最小曲率半径30m）の削孔を可能にしている。また，高精度な位置検知および姿勢制御システムを
装備し，位置計測を繰り返しながらボーリングすることで，位置修正の自由度が高く，障害物を避けての削孔が可能である。遠方からの削孔（最大削孔長
200m）であっても，削孔計画位置に対して±30cm以内で削孔できる精度を有している。
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